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計画の進捗管理（ＰＤＣＡ）の概要

 毎年度、事業の実施状況と「活動指標」を把握し、個々の「事業レベル」の進捗状況を確認。

 加えて、「総合指標」及び「成果指標」を把握し、「施策レベル」での進捗管理と評価を実施。

 同時に、進捗管理の結果を「高齢者福祉専門分科会」に報告するとともに、必要に応じて、指標や

事業の実施方法の見直し等についてご意見を伺い、次期（第１０期）の計画の検討に反映。

• 第10期の基本方針、基本目標、
各種施策、重点事業等の検討

• 第10期の介護保険事業計画の検討

PLANDO

CHECK ACTION PLAN

第10期計画の策定

• 第９期計画の
施策・事業に
係る成果の点
検と課題の抽
出

• 課題への対処方策
の検討

• 新たな国の法令、
制度等の反映

• 社会動向やニーズ
の変化への対応

第９期計画
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 第９期計画における７つの「基本分野」及び４つの「重点施策」

重点施策

1. 介護予防・重度化防止の推進

2. セカンドライフの充実

3. 地域の支え合いによる生活支援
の体制整備

4. 総合的な認知症施策の推進

基本分野

① 健康の維持と介護予防を進めます
② 高齢者が活躍できる場を確保します
③ 地域の多様な主体により高齢者の生活を支

援します
④ 長寿を尊ぶ地域社会を醸成します
⑤ 誰もが安心して暮らせる環境を整備します
⑥ 介護サービス等の充実を図ります
⑦ 医療と介護の連携を強化します

① 事業全体 （活動指標を設定しない事業を含む全112事業 *再掲６事業を含む）

② ４つの「重点施策」

③ 「基本分野」の内訳（20の施策）別

④ ７つの「基本分野」別

⑤ 総合指標及び成果指標 の実施状況を順に確認
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令和６年度の実施状況の確認方法



進捗管理の体系

 毎年度の計画の進捗管理（ＰＤＣＡ）においては、53の「活動指標（事業レベル）」 及び９つの「成果

指標（施策レベル）」の活用に加え、総合的な指標として「高齢者の市民満足度」を把握。
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＜施策体系＞ ＜指標＞

７つの基本分野と
２０の具体的施策

基本目標を実現するための
各分野の基本的な取組・方策

106の実施事業*1

具体的施策を達成するための
具体的手段

基
本
方
針
・

基
本
目
標

実
施
事
業

（目的） （手段）

（実現に貢献）

総合的指標

活動指標
（48）*2

基本方針と
３つの基本目標

（自助・互助・共助・公助の観点）

＜進捗管理＞

評価結果を実施事業の改善及び予算編成に反映

・成果指標の動向把握

・施策の進捗状況を検証

・活動指標による事業の
達成状況の評価

・評価を踏まえた
事業改善の検討

・市民目線や各
分野の有識者に
よる専門的見地
に基づく施策の
進捗状況及び事
業の実施状況の
検証

・施策・事業をよ
り効果的・効率
的に進めていく
ための改善策の
提案

事
業
評
価

施
策
評
価

成果指標
（９）

内 部 外 部

「高齢者の市民満足度（住みやすい、住み続けたい）」を把握
（「さいたま市民意識調査」の結果を活用）

基
本
分
野
・

具
体
的
施
策

*1 再掲事業（6事業）を含めると実施事業数は112
*2 再掲活動指標（5指標）を含めると活動指標数は54



第９期計画の実施状況①②（事業全体・重点施策全体）

 事業全体では、「Ａ：目標を上回って達成」「Ｂ：目標を予定通り達成」「－：目標を設定しない事業」を合わせた

約９割の事業が予定通りに実施された。

 ３つの重点施策全体では、 「Ａ：目標を上回って達成」「Ｂ：目標を予定通り達成」「－：目標を設定しない事

業」を合わせた約96％の事業が予定通りに実施された。
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A（目標を上回って実

施）,8%

B（目標を予定通り実施）,

29%
―（目標設定しない事業）,

54%

C（目標を下回って実

施）, 9%

全112事業（再掲含）

A（目標を上回って実施）,

10%

B（目標を予定通り実

施）,  48%

―（目標設定しない事

業）, 38%

C（目標を下回って

実施）,  4%

重点施策全体（29事業）

（備考）ABCの基準は、A（目標に対する実績が110％以上）、B（90％以上110％未満）、C（90％未満）
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

５（３）高齢者の暮らしにおける安全・安心の確保

６（３）介護人材の確保

２（１）セカンドライフの充実

３（１）地域の支え合いによる生活支援の体制整備

６（４）介護サービスの適正化と質の向上

３（６）介護者（ケアラー）への支援

２（２）高齢者の交流の場の確保

３（５）権利擁護・虐待防止の推進

４（１）長寿の慶祝

１（１）健康づくりの支援

３（２）多様な主体による生活支援

３（４）総合的な認知症施策の推進

５（１）高齢者向け施設・住宅の確保

６（５）介護サービスの補完

３（３）ひとり暮らし高齢者への支援

１（２）介護予防・重度化防止の推進

★７（１）在宅医療・介護連携の推進

★５（２）高齢者の居住環境の整備

★６（１）介護保険施設と居住系サービスの充実

★６（２）地域密着型サービス等の充実

施策別（20施策、達成率順）

第９期計画の実施状況③（施策別）
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 基本分野の内訳（２０の施策）別に分析すると、「Ｃ（目標を未達成）」の事業が２割以上を占める

（達成率が８割未満の）施策は以下、「★」の４施策となった。



第９期計画の実施状況④（基本７分野別）

 ７つの基本分野別では、分野１から分野５、分野７の６分野で、８割以上の事業が予定通りに実施
された。

 一方で、分野６（介護サービスの充実）では、予定通り実施された事業が８割を下回っており、比較
的事業の遅れがみられた。
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

１ 健康維持と介護予防を進めます

２ 高齢者が活躍できる場を確保します

３ 地域の多様な主体により高齢者の生活を支援します

４ 長寿を尊ぶ地域社会を醸成します

５ 誰もが安心して暮らせる環境を整備します

６ 介護サービスの充実を図ります

７ 医療と介護の連携を強化します

基本７分野別（112事業）

A（目標を上回って実施） B（目標を予定通り実施） ー（目標を設定しない事業） C（目標を下回って実施）

0 0



総合指標及び成果指標の動向

 本計画の基本分野・施策における以下の指標について、令和６年度の実績値を把握。

 介護認定率（№4～5）については、目標値に対して、75歳から79歳までの認定率（No.4）は同数値であ

る11.3％、介護認定者の内、維持・軽度化した割合（№5）は80.6％となっている。
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実績値
R8年度

実績値
R7年度

実績値
R6年度

令和8年度に向
けた目標値

関連する
基本分野

成果指標№

--
住みやすい８割

住み続けたい８割

住みやすい９割
住み続けたい9割

総合指標高齢者の市民満足度

---9点/10点①～⑥主観的幸福度1

---81.5％①～③⑥社会参加状況2

---87.2％①③主観的健康度3

--11.3％11.3％①②⑦介護認定率（75歳～79歳）4

--80.6％80.8％①②⑦介護認定者の維持・軽度化した割合5

--
男性18.17年
女性21.14年

男性18.35年
女性21.06年

①②⑦
健康寿命（65歳に達した市民が健康で自立した
生活を送ることができる期間）

6

--55.8％57.6％②～⑤
地域の活動や地域での交流が活発に行われて
いると感じている市民の割合

7

--49.5％51.6％②「学習機会を得ている」と感じる市民の割合8

--24.3％28.4％②
「学習の成果を地域活動やボランティアなどで
社会に還元している」と答えた市民の割合

9

--63.9％63.6％①②市民の就業率10



目標数 実績 目標数 実績 目標数 実績

介護医療院
200人

（695人）
0人

（495人）
－ － － － 未達成

（介護予防）特定施設入居者生活介護
（有料老人ホーム等）

100人
（8,919人）

142人
（8,922人）

100人
（9,019人）

－
100人

（9,119人）
－ 達成

（介護予防）認知症対応型共同生活介護
（グループホーム）

90人
（1,528人）

99人
（1,537人）

90人
（1,618人）

－
90人

（1,708人）
－ 達成

地域密着型特定施設入所者生活介護
29人

（86人）
25人

（82人）
29人

（115人）
－

29人
（144人）

－ 未達成

地域密着型介護老人福祉施設入居者生活介護
58人

（222人）
29人

（193人）
58人

（280人）
－

58人
（338人）

－ 未達成

定期巡回・随時対応型訪問介護看護
1か所

（11か所）
0か所

（10か所）
1か所

（12か所）
－ － － 未達成

（介護予防）認知症対応型通所介護
2か所

（15か所）
0か所

（13か所）
2か所

（17か所）
－

2か所
（19か所）

－ 未達成

看護小規模多機能型居宅介護
1か所

（5か所）
0か所

（4か所）
1か所

（6か所）
－

1か所
（7か所）

－ 未達成

（介護予防）小規模多機能型居宅介護
2か所

（19か所）
0か所

（16か所）
2か所

（21か所）
－ － － 未達成

令和8年度 令和6年度
実施状況

サービス種別
令和6年度 令和7年度

第９期介護保険事業計画の令和６年度の実施状況

 令和６年度は、特定施設入居者生活介護及び認知症対応型共同生活介護については達成、その他の種別につい

ては未達成となった。

 未達成の主な要因としては、公募の申込みが計画数に達しなかったことや、事業者から選定辞退があったためであ

る。

8※（）内は累計値



Ｃ評価となった事業の課題分析
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基本分野１（２）⑤

地域リハビリテーショ
ン活動の支援

【専門職派遣回数】

目標値 300回
実績値 207回
達成率 69％

取組状況 課題 今後の方向性事業

地域リハビリテーショ
ン活動支援事業にお
ける専門職派遣を
207回行いました。

事業や利用方法の周
知が不足しているこ
とが考えられ、活用
が進んでいないこと
があり、目標値に届
きませんでした。

・引き続き研修等を
通じて事業周知を促
進します。

・地域のニーズに応
じて専門職の派遣を
行い、健康リスク因
子への介入を図りま
す。

介護保険被保険者証、
後期高齢者医療被保
険者証の発送時にチ
ラシを同封し、事業周
知をしました。高齢者
大学等、高齢者の集
まる場で事業PRを実

施しました。子ども食
堂を受入施設に登録
できるよう要綱改正し、
ボランティア受入先を
拡充しました。

基本分野２（１）③

高齢者によるボラン
ティア活動の支援

【いきいきボランティアポ
イント登録者数】

目標値 12,200人
実績値 10,956人
達成率 89.8％

新規登録者数は増加
しましたが、死亡や転
出による減少数が拮
抗しているため、目
標値に届きませんで
した。。

・引き続き効果的な
周知方法を模索しな
がら、事業PRを実施
します。
・ボランティア受入先
の拡充を検討します。



Ｃ評価となった事業の課題分析
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基本分野５（２）④

空き家発生予防のた
めの普及啓発活動

【地域包括支援センターや
高齢者施設と協力したセミ
ナー開催回数】

目標値 2回
実績値 0回
達成率 0％

取組状況 課題 今後の方向性事業

・地域包括支援セン
ターに空き家対策に
関するパンフレットを
送付することにより情
報提供を行いました。

・相続・空き家対策セ
ミナーや出前講座等
について市HPで周知
を行いました。

セミナー等の内容・メ
ニューが例年と同様
であったことから、高
齢者施設におけるセ
ミナー等の開催につ
ながりませんでした。

連携事業者と調整し、
セミナー等のメニュー
を増やすことを検討し
ます。

基本分野３（６）①

介護者が集い、相談
できる場の確保

【介護者サロンの開催回数】

目標値 900回
実績値 735回
達成率 81.7％

地域包括支援セン
ター主催による介護
者サロンを７３５回開
催しました。

地域包括支援セン
ターにおける相談対
応等、他の業務量増
大の影響等に伴いサ
ロンの開催回数が目
標値に到達しません
でした。

地域包括支援セン
ターの業務負担も勘
案の上、介護者サロ
ンを効率的かつ効果
的に開催できるよう
取り組みを進めてま
いります。



Ｃ評価となった事業の課題分析
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取組状況 課題 今後の方向性事業

基本分野５（１）③
介護医療院

【入所定員数】

目標値 200人
実績値 0人
達成率 0％

第9期計画において

介護老人保健施設か
ら介護医療院へ200
人分の転換を計画し
ていますが、令和6年

度に実施した公募で
は事業者からの応募
がありませんでした。

公募に対し事業者か
らの応募がありませ
んでした。対象施設
が介護医療院に転換
するための課題を整
理する必要がありま
す。

公募に対し事業者か
らの応募が無かった
ことから、市内介護老
人保健施設へ、介護
医療院への転換につ
いて通知等を行い、
計画の達成に努めま
す。

基本分野６（１）⑥

地域密着型特定施設
入居者生活介護

【入所定員数】

目標値 29人
実績値 25人
達成率 86.2％

令和6年度の公募に
て1施設定員25人分
を採択しました。

公募に対し事業者か
らの応募の不足が懸
念されます。

引き続き、公募により
地域密着型特定施設
入居者生活介護の整
備を図ってまいります。



Ｃ評価となった事業の課題分析
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基本分野６（２）②

定期巡回・随時対応
型訪問介護看護

【入所定員数】

目標値 29人
実績値 25人
達成率 86.2％

取組状況 課題 今後の方向性事業

公募に対し事業者か
らの応募が不足して
います。整備を推進
するため、公募の通
知方法等について工
夫を図る必要があり
ます。

公募に対し事業者か
らの応募がないこと
が懸念されます。

基本分野６（１）⑦

地域密着型介護老人
福祉施設入所者生活
介護

【入所定員数】

目標値 58人
実績値 29人
達成率 50％

令和6年度に2施設59
人分の公募を行い、1
施設定員29人分を採
択しました。

令和6年度までの計
画目標11か所に対し、
1か所を選定しました

が、指定辞退があっ
たことから、10か所と
なりました。

令和6年度に応募が
無かった1施設29人
分について、令和7年

度の公募に加えると
ともに、市内特別養
護老人ホームの運営
事業者に公募の通知
等を行うことで、整備
の推進を図ってまい
ります。

引き続き、公募により
定期巡回・随時対応
型訪問介護看護の整
備を図ってまいります。



Ｃ評価となった事業の課題分析
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取組状況 課題 今後の方向性事業

公募に対し事業者か
らの応募がありませ
ん。整備を推進する
ため、公募の通知方
法等について工夫を
図る必要があります。

公募に対し事業者か
らの応募がありませ
ん。整備を推進する
ため、公募の通知方
法等について工夫を
図る必要があります。

基本分野６（２）③

認知症対応型通所介
護

【入所定員数】

目標値 2箇所
実績値 0箇所
達成率 0％

基本分野６（２）④

小規模多機能型居宅
介護

【整備箇所数】

目標値 2箇所
実績値 0箇所
達成率 0％

令和6年度までの計
画目標15か所に対し、

整備が進まず、昨年
度同様13か所となり
ました。

令和6年度までの計
画目標15か所に対し、

整備が進まず、昨年
度同様13か所となり
ました。

令和6年度に応募が
無かった2か所につい
て、令和7年度の公募

に加えるとともに、市
内介護サービス事業
所に公募の通知等を
行うことで、整備の推
進を図ってまいります。

令和6年度に応募が
無かった2か所につ
いて、令和7年度の公

募に加えるとともに、
市内介護サービス事
業所に公募の通知等
を行うことで、整備の
推進を図ってまいり
ます。



Ｃ評価となった事業の課題分析
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取組状況 課題 今後の方向性事業

公募に対し事業者か
らの応募がありませ
ん。整備を推進する
ため、公募の通知方
法等について工夫を
図る必要があります。

基本分野６（２）⑤

看護小規模多機能型
居宅介護

【整備箇所数】

目標値 1箇所
実績値 0箇所
達成率 0％

令和6年度までの計
画目標5か所に対し、

整備が進まず、昨年
度同様4か所となりま
した。

令和6年度に応募が
無かった1か所につ
いて、令和7年度の公

募に加えるとともに、
市内介護サービス事
業所に公募の通知等
を行うことで、整備の
推進を図ってまいり
ます。



総括 －第１０期計画において取り組むべき施策の整理
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• フレイル状態など生活機能の低下や要支援状態に
おける重度化を防止するための介護予防の推進

• 高齢者が自分らしく活躍できる場を確保し、その活
力を地域社会へと還元する取組の促進

自助

• 高齢者が住み慣れた地域で自分らしく暮らし続ける
ための生活支援体制の整備や、地域の支え合い活
動への意識の醸成

互助

• 高齢者が地域で安心して暮らすための居住環境や
介護サービスの充実、医療と介護の連携強化によ
る、生活基盤の整備

共助・公助



＜参考資料＞

さいたま
いきいき長寿応援プラン2026

さいたま市 第９期
高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画

認知症施策推進計画・成年後見制度利用促進計画

概 要
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計画の基本方針と総合・成果指標

 基本方針に「市民の生涯現役での活躍」と「住み慣れた地域で健康に暮らせる環境づくり」という

２つの行動軸を設定。

 基本方針の実現状況を分かりやすく示すため、「総合指標」 及び「成果指標」を設定。

■基本方針

市民一人ひとりが生涯現役で活躍するとともに、住み慣れた地域で健康
に暮らせる環境を作ることで、誰もが生き生きと長生きして暮らせる地域
共生社会の実現を目指します。

計画書
41-43P

■総合指標及び成果指標

【総合指標】高齢者の市民満足度

【成果指標】① 主観的幸福度 ② 社会参加状況 ③ 主観的健康度 ④ 介護認定率

⑤ 健康寿命

⑥ 地域の活動や地域での交流が活発に行われていると感じている市民の割合

⑦ 「学習機会を得ている」と感じる市民の割合

⑧ 「学習の成果を地域活動やボランティアなどで社会に還元している」と答えた市民の割合

⑨ 市民の就業率
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計画の施策体系

 一人ひとりの取組である「自助」、支え合いの取組である「互助」、介護保険制度とこれを補完する

福祉サービスである「共助・公助」の視点を、３つの基本目標として設定。

 ３つの基本目標及び７つの基本分野の下、４つの重点施策を含む２０の施策を推進。

計画書
44-45P



事業総数主な事業 （活動指標を設定する事業等）施 策

１１

• セカンドライフ支援センター（り・とらいふ）の運営
• 高齢者の社会参加及び生きがいづくり活動の支援
• 高齢者によるボランティア活動の支援
• 地域におけるボランティア研修講座の開催
• シニアユニバーシティの運営等
• 生涯学習機会の提供
• シルバー人材センターを通じた就業の促進

（１）【重点施策】
セカンドライフの充実

５
• 高齢者の集いの場に対する支援
• 高齢者の交流、生きがい、健康づくりに寄与する施設の整備・運営

（２）高齢者の交流の場の確保 19

基本目標１（自助） 主な事業 （全２６事業）

高齢者が自立した日常生活を営むことができるよう、健康維持と介護予防の取組を推進し、高齢者が

活躍できる場を確保します。

◆基本分野１ 健康の維持と介護予防を進めます （全１０事業）

事業総数主な事業 （活動指標を設定する事業等）施 策

４• 健（検）診の実施（１）健康づくりの支援

６

• 高齢者の保健事業と介護予防の一体的実施
• 介護予防に関する教室や講座の実施
• 介護予防の地域づくりに向けた担い手の育成
• 地域リハビリテーション活動の支援

• 短期集中予防サービスモデル事業の実施

（２）【重点施策】
介護予防・重度化防止の推進

計画書
55-66P

◆基本分野２ 高齢者が活躍できる場を確保します （全１６事業）



事業総数主な事業 （活動指標を設定する事業等）施 策

４• 敬老祝金の支給（１）長寿の慶祝

基本目標２（互助） 主な事業 （全３６事業）

高齢者が住み慣れた地域で自分らしく暮らし続けられるよう、様々な課題を相談でき、互いに解決し

合える幅広く支え合う地域づくりを推進します。

◆基本分野３ 地域の多様な主体により高齢者の生活を支援します（全３２事業）
事業総数主な事業 （活動指標を設定する事業等）施 策

８

• 地域包括支援センター（シニアサポートセンター）の機能強化等
• 地域ケア会議の開催
• たまねっこの養成
• たまねっこ養成講座修了者へのフォローアップ

• 生活を支える移動手段の充実

（１）【重点施策】

地域の支え合いによる生活支
援の体制整備

８
• 見守り活動の推進

• 高齢者によるボランティア活動の支援＜再掲＞
（２）多様な主体による生活支援

３• 緊急通報機器等を用いたひとり暮らし高齢者の見守り（３）ひとり暮らし高齢者への支援

４
• 認知症の人に関する理解の増進等

• 認知症バリアフリー推進・若年性認知症の人の支援・社会参加支援

（４）【重点施策】

総合的な認知症施策の推進

４• 虐待防止、早期発見、対応の推進（５）権利擁護・虐待防止の推進

５
• 介護者が集い、相談できる場の確保

• 家族介護者の周知及び支援体制の充実
（６）介護者（ケアラー）への支援

計画書
67-76P

◆基本分野４ 長寿を尊ぶ地域社会を醸成します （全４事業）

20



事業総数主な事業 （活動指標を設定する事業等）施 策

５
• 医療・介護関係者への研修の実施
• 定期巡回・随時対応型訪問介護看護＜再掲＞

（１）在宅医療・介護連携の推進

21

基本目標３（共助・公助） 主な事業（全５０事業）

高齢者が安心して暮らせるよう、居住環境の整備と介護サービスの充実、医療と介護の連携強化を

図ります。

◆基本分野５ 誰もが安心して暮らせる環境を整備します （全１９事業）

事業総数主な事業 （活動指標を設定する事業等）施 策

６• 有料老人ホームの指導・監督（１）高齢者向け施設・住宅の確保

４• 空き家発生予防のための普及啓発活動（２）高齢者の居住環境の整備

９

• 消費生活相談の実施
• 生活を支える移動手段の充実＜再掲＞
• 道路・交通におけるバリアフリー化の推進
• 高齢者の交通事故の減少
• 災害時における高齢者の安全確保
• 高齢者家庭防火訪問の実施

• 緊急時安心キットの広報

（３）高齢者の暮らしにおける
安全・安心の確保

計画書
77-92P

◆基本分野７ 医療と介護の連携を強化します （全５事業）



22

主な施設サービスの整備計画
計画書
157P

※１ 介護老人保健施設及び介護療養型医療施設からの転換に限ります。

※２ 新設による整備は行いません。令和６年４月１日において既に届出又は登録のある高齢者向け集合住宅（住宅型有料老人ホーム及

び住宅型サービス付き高齢者向け住宅）からの転換に限ります。



高齢者福祉施策のあり方の検討について

さいたま市社会福祉審議会
高齢者福祉専門分科会

福祉局 長寿応援部 高齢福祉課

令和７年８月８日

1

資料２



さいたま市の状況

〇本市の高齢者人口は増加の一途をたどっており、現時点の高齢化率は
全国と比較すると低い状況ではありますが、いわゆる「団塊の世代」が75歳
以上となる本年は高齢者率、後期高齢者の割合が増加し、さらに「団塊ジュ
ニア」と呼ばれる世代が65歳を迎える令和22年には高齢者人口が40万人を
超え、高齢化率も29.6%と、高齢化が急速に進み、老人福祉費、高齢者福
祉にかかる経費の増大による財政運営の厳しさが増していくことが見込ま
れます。

2



事業継続が懸念される

持続可能な高齢者施策の検討が必要

検討の必要性
〇高齢者やその家族の医療・介護・生活支援に対するニーズは、量・質の
両面において、ますます増大・多様化していくことが予想されています。

〇限りある経営資源の中でこういったニーズに適確に対応していくため、また、
将来にわたり持続可能な高齢者福祉施策とするため、そのあり方について検
討をする必要があります。

介護・生活支援ニーズが
増大・多様化

令和２２年には高齢者人口が４０
万人を超え、高齢化率は約３０％
に上昇

高齢者福祉にかかる経費の増
大による財政運営の厳しさが増
していく

3

高齢者人口の増加



検討内容（案）
将来にわたり、持続可能な高齢者福祉施策の実現に向けて、以下の３点を軸に検討を進める。

（１）現行制度の効果や課題の分析、特にサービスの質や財政的持続可能性について

【事業の見直し】

・現在、市で実施している在宅高齢者を対象とした福祉サービス等を中心に、事業の課題などから見直しを行い、

より良いサービス展開に繋げていく。

（事業例：緊急通報システム事業、在宅高齢者宅配食事サービス事業など）

（２）高齢者福祉のニーズに応じた多様なサービスの提供方法や新たな支援の導入について

【新規事業の創設】

（３）終活など老後の備えに関する支援や成年後見制度の利用促進について

【今をより自分らしく生きるための支援】

・相談窓口の設置の検討や市民向け終活セミナーの開催

・成年後見制度の利用促進について

4

・市民アンケートなどにおける調査

・関係団体などからの聞き取りによる調査

・有識者などからの助言

需要の把握 高齢者福祉サービスの検討 実現可能性の検証

・対象者の抽出

・費用対効果等の検証



事業の見直し（軸１）

〇現行制度の効果や課題の分析、特にサービスの質や財政的持続可能性に
ついて

１．敬老マッサージ・はり・きゅう施術料補助事業

２．重度要介護高齢者等理・美容サービス事業

３．浴場利用事業

４．長寿者訪問事業（各区最高齢者訪問）

５．敬老祝金支給事業

６．敬老会等事業

７．高齢者見守り活動奨励補助金交付事業

８．重度要介護高齢者等寝具乾燥事業

９．重度要介護高齢者紙おむつ等支給事業

１０．高齢者福祉電話設置運営事業

１１．ひとり暮らし高齢者等あんしんコール
センター相談事業

１２．在宅高齢者等宅配食事サービス事業

１３．ひとり暮らし高齢者安否確認等事業

１４．高齢者民間賃貸住宅住替え家賃助
成事業

１５．要介護高齢者居宅改善費補助事業

１６．介護予防高齢者住環境改善支援事業

１７．高齢者日常生活用具給付事業

計１７事業（予定）

5



４．長寿者訪問事業（各区最高齢者訪問）

各区の男女最高年齢者へ長寿をお祝いするため、老人の日前後に訪問し、祝状・記念品・花束を贈呈する。
各区の男女最高年齢者のうち、１人へ市長が出向き、お祝いのことばを述べる。事 業 内 容

対象：各区の最高年齢者（男女各１名）
実施時期：９月１５日（老人の日）前後に訪問

長寿をお祝いするとともに、長年にわたり社会の発展に寄与してきたことに感謝し、広く市民に高齢者福祉へ
の関心と理解を深めていただくだけでなく、高齢者自らが生活の向上に努める意欲を高める機会とすること
を目的として実施している。

対 象・制 度

平成１３年度より開始
毎年度各区最高年齢者訪問事業実施要領を策定し、訪問を実施

事 業 開 始
関 係 法 令

実績決算状況 （千円）

課題など

役務費需用費報償費

1089320令和６年度

882288令和５年度

871320令和４年度

80320令和３年度

90338令和２年度

市長訪問区最高年齢（女）最高年齢（男）

大宮区110109令和６年度

北区111108令和５年度

大宮区111107令和４年度

中止110107令和３年度

緑区109106令和２年度

○対象者に贈呈する記念品は、市内伝統工芸品等から選定しており、市内の伝統産業の周知等にも寄与してい
ると考えられる。

○訪問の対象者は全員１００歳を超えており、対応いただく家族（子など）も高齢であることから、対象者や家族へ
の負担を考慮する必要がある。

今後の
増額見込み

無

令和７年６月作成事業見直しカルテ（例）

6



新規事業の創設（軸２）

○高齢者福祉のニーズに応じた多様なサービスの提供方法や新たな支援
モデルの導入について

需要の把握 高齢者福祉
サービスの検討

実現可能性
の検証

〇対象者の抽出

〇費用対効果等の検証

〇提供方法の検証

7

◎さいたま市に暮らす

高齢者の現状調査として

〇人口動態の把握など

〇市民アンケートの実施

〇市民からの要望（議会など）

〇関係団体などからの

聞き取りやアンケート

〇必要とされる

高齢者福祉サービス

〇他自治体の

導入状況



今をより自分らしく生きるための支援（軸３）

○終活の認知度向上

〇相談窓口設置の検討

〇市民向け終活セミナーの
開催

〇関係機関との連携について

〇利用促進につながる取組み

8

◎終活など老後の備えに関する支援や成年後見制度の利用促進について



あり方検討会の設置について（案）

検討会を設置することで、より詳細な審議が

可能となり、専門的な議論を事前に行うことで、

分科会での効率的な意思決定を促進し、議論

をスムーズに進めることができる。

9

期待される役割
分
科
会

審
議
会

団体名氏名
項
番

さいたま市シティスタットアドバイザーでもあり、
人口統計学や社会保障を専門としている。
高齢者福祉に関して、科学的根拠に基づく提言
や政策の方向性を示す役割を期待している。

○○
埼玉大学大学院
人文社会科学研究科

大津 唯１

日頃からの地域住民との密接なつながりを活か
し、高齢者の見守り活動や孤立防止策など、高
齢者が日常生活で抱える課題について適切な助
言をいただけることを期待している。

○○
さいたま市
自治会連合会

五十嵐 光一郎2

介護保険制度では希望したサービスをうけること
ができない方に対して、介護保険サービス以外
の在宅支援を行っている団体。
介護保険制度では対応できない多様な在宅支
援ニーズやサービスの実態について意見を伺い
たい。

○○
特定非営利活動法人
ケアハンズ

柴田 京子3

社会福祉法人が運営する特別養護老人ホーム・
養護老人ホーム・軽費老人ホーム・ケアハウスが
会員となっている団体。
施設入所者が抱える課題や施設からの在宅復
帰に関する課題について意見を伺いたい。

○○
さいたま市
老人福祉施設協議会

萩原 淳子4

介護支援専門員の専門的な立場より、在宅での
介護が必要となる方の課題についてご意見を伺
いたい。

○○
さいたま市
介護支援専門員協会

保坂 由枝5

クラブ活動を通じて、日頃より高齢者同士の交流
と支え合いを促進しており、高齢者自身の日常
生活で感じているニーズや地域交流活動の現状
についてご意見を伺いたい。

○○
さいたま市
老人クラブ連合会

渡辺 充6

民生委員は日頃から家庭訪問や相談業務を
行っており、高齢者やそのご家族から直接声を
聴くことができる機会が多いため、その情報を基
に高齢福祉のニーズについてご意見を頂きたい。

－○
さいたま市
民生委員・児童委員協議会調整中7

地域包括支援センターでは、地域で暮らす高齢
者の介護、福祉等に関するさまざまな相談に応
じているため、在宅で生活する高齢者の抱える
様々な課題についてご意見を伺いたい。

－－地域包括支援センター調整中8

【組織】 【委員】

【目的】



スケジュール

令和９年度令和８年度令和７年度

７月頃５月頃７月頃７月３１日

社会福祉審議会

答申最終報告中間報告諮問

事業反映高齢者福祉専門
分科会

第
１
回
会
議

中
間
報
告

最
終
報
告

８月頃 １月頃 ３月頃１月頃 ３月頃

10

第
２
回
会
議

第
１
回
会
議

第
２
回
会
議

８月頃

高齢者福祉施策
あり方検討会

第
１
回
検
討
会

第
２
回
検
討
会

第
３
回
検
討
会

８月～１２月頃

第
３
回
会
議

第
４
回
検
討
会

第
５
回
検
討
会

第
３
回
会
議

第
６
回
検
討
会

８月～１２月頃

中
間
報
告

最
終
報
告 ※検討月は日程調整等により

変動する可能性があります。


